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【第1部】基礎編（Q1〜Q20）

Q1．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：直前「鳴き」は四段動詞「鳴く」の連用形（イ段）。連用形＋けれは

過去「けり」の已然形。係助詞「こそ」の結び。「鳴いたなあ」。

Q2．答え：形容詞の已然形 解説：「をかし」はシク活用形容詞。その已然形「をかしけれ」で、係助詞「こそ」の結

び。過去・詠嘆の意味はない。

Q3．答え：助動詞の一部 解説：「べけれ」は推量の助動詞「べし」の已然形。けれだけを過去とは取れない。「あるは

ずだが」。

Q4．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「多かり」は形容詞「多し」のカリ活用連用形。連用形＋けれで過去

「けり」の已然形。「多かったなあ」。形容詞已然形「多けれ」と区別。

Q5．答え：形容詞の已然形 解説：「高し」（ク活用形容詞）の已然形「高けれ」。けれは活用語尾で、過去の意味はな

い。「高いけれど」。

Q6．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「書き」は四段「書く」の連用形。連用形＋けれは過去「けり」の已

然形。已然形＋ば（順接）。「書いたところ」。

Q7．答え：助動詞の一部 解説：「まほしけれ」は希望の助動詞「まほし」の已然形。「見たいけれど」。けれを切り出さ

ない。

Q8．答え：形容詞の已然形 解説：「うれし」（シク活用形容詞）の已然形「うれしけれ」。けれは活用語尾。意味は持た

ない。

Q9．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「聞こえ」は下二段「聞こゆ」の連用形（エ段だが連用形）。連用形

＋けれで過去「けり」已然形。「こそ」の結び。

Q10．答え：助動詞の一部 解説：「まじけれ」は打消推量の助動詞「まじ」の已然形。「言うべきでないが」。けれは助

動詞の一部。

Q11．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「思ひ」は四段「思ふ」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」の

已然形。「こそ」の結び。「思ったなあ」。

Q12．答え：形容詞の已然形 解説：「近し」（ク活用形容詞）の已然形「近けれ」。けれは活用語尾で過去の意味はな

い。

Q13．答え：助動詞の一部 解説：「べけれ」は「べし」の已然形。已然形＋ば。「行くべきなので」。けれは助動詞の一

部。

Q14．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「降り」は四段「降る」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」の

已然形。「こそ」の結び。「降ったなあ」。

Q15．答え：形容詞の已然形 解説：「悲し」（シク活用形容詞）の已然形「悲しけれ」。「こそ」の結びで、けれは活用語

尾。意味は持たない。

Q16．答え：助動詞の一部 解説：「たしけれ」は希望の助動詞「たし」の已然形。「帰りたいが」。けれは助動詞の一

部。

Q17．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「聞き」は四段「聞く」の連用形（イ段）。連用形＋けれで過去「け

り」の已然形。「聞いたが」。

Q18．答え：形容詞の已然形 解説：「無し」（ク活用形容詞）の已然形「無けれ」。「こそ」の結び。けれは活用語尾で

過去の意味はない。



Q19．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「上り」は四段「上る」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」の

已然形。已然形＋ば。「上ったところ」。

Q20．答え：助動詞の一部 解説：「まじけれ」は「まじ」の已然形。「罪はないだろうが」。けれは助動詞の一部。

【第2部】標準編（Q21〜Q50）

Q21．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「に」は完了「ぬ」の連用形、その下の「けれ」は過去「けり」の

已然形。「散ってしまったので」。

Q22．答え：形容詞の已然形 解説：「涼し」（シク活用形容詞）の已然形「涼しけれ」。「こそ」の結び。けれは活用語

尾。

Q23．答え：助動詞の一部 解説：「べけれ」は「べし」の已然形。係助詞「こそ」の結び。「今こそ言うべきだ」。けれ

は助動詞の一部。

Q24．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「思はれ」は「思はる」（自発）の連用形。連用形＋けれで過去「け

り」の已然形。「しみじみと思われたなあ」。

Q25．答え：形容詞の已然形 解説：「恋し」（シク活用形容詞）の已然形「恋しけれ」。「こそ」の結び。けれは活用語尾

で意味を持たない。

Q26．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「麗しかり」は形容詞「麗し」のカリ活用連用形。連用形＋けれで

過去「けり」已然形。「美しかったので」。

Q27．答え：助動詞の一部 解説：「まほしけれ」は「まほし」の已然形。「行きたいが」。けれは助動詞の一部。

Q28．答え：形容詞の已然形 解説：「寂し」（シク活用形容詞）の已然形「寂しけれ」。「こそ」の結び。

Q29．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「奉り」は四段「奉る」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」の

已然形。「差し上げたが」。

Q30．答え：助動詞の一部 解説：「べけれ」は「べし」の已然形。「深かる」（形容詞連体）＋べし。「罪深いに違いな

い」。けれは助動詞の一部。

Q31．答え：形容詞の已然形 解説：「憂し」（ク活用形容詞）の已然形「憂けれ」。「こそ」の結び。けれは活用語尾で

過去の意味はない。

Q32．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「積もり」は四段「積もる」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」

の已然形。已然形＋ば。「降り積もったので」。

Q33．答え：助動詞の一部 解説：「べけれ」は「べし」の已然形。「言うのも愚かなはずだが」。けれは助動詞の一部。

Q34．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「匂ひ」は四段「匂ふ」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」の

已然形。「こそ」の結び。「色美しく咲いたなあ」。

Q35．答え：形容詞の已然形 解説：「遠し」（ク活用形容詞）の已然形「遠けれ」。已然形＋ば。「遠いので」。けれは活

用語尾。

Q36．答え：助動詞の一部 解説：「まじけれ」は「まじ」の已然形。「避けられそうにないので」。けれは助動詞の一

部。

Q37．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「泣き」は四段「泣く」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」の

已然形。「ひどく泣いたが」。

Q38．答え：形容詞の已然形 解説：「無し」（ク活用形容詞）の已然形「なけれ」。「定めなし」の已然形。「こそ」の結

び。けれは活用語尾。



Q39．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「給ひ」は尊敬「給ふ」（四段）の連用形。連用形＋けれで過去「け

り」の已然形。「お帰りになったので」。

Q40．答え：助動詞の一部 解説：「まほしけれ」は「まほし」の已然形。「命が惜しくあってほしいが」。けれは助動詞

の一部。

Q41．答え：形容詞の已然形 解説：「広し」（ク活用形容詞）の已然形「広けれ」。「こそ」の結び。けれは活用語尾で

過去の意味はない。

Q42．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「渡り」は四段「渡る」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」の

已然形。「鳴いて渡ったので」。

Q43．答え：助動詞の一部 解説：「べけれ」は「べし」の已然形。「立ち去るべきだが」。けれは助動詞の一部。

Q44．答え：形容詞の已然形 解説：「怪し（あやし）」（シク活用形容詞）の已然形「あやしけれ」。「こそ」の結び。け

れは活用語尾。

Q45．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「賜はり」は四段「賜はる」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」

の已然形。「いただいたので」。

Q46．答え：助動詞の一部 解説：「まほしけれ」は「まほし」の已然形。「知らせたいが」。けれは助動詞の一部。

Q47．答え：形容詞の已然形 解説：「清し（きよし）」（ク活用形容詞）の已然形「清けれ」。「こそ」の結び。けれは活

用語尾。

Q48．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「沈み」は四段「沈む」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」の

已然形。「沈んでいたが」。

Q49．答え：助動詞の一部 解説：「べけれ」は「べし」の已然形。「心苦しいに違いないが」。けれは助動詞の一部で、

過去ではない。

Q50．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「咲き」は四段「咲く」の連用形（イ段）。連用形＋けれで過去「け

り」の已然形。「咲いたなあ」。次のQ51「咲けれ」と直前一字を比べよ。

【第3部】応用編（Q51〜Q80）

Q51．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「咲け」は四段「咲く」の已然形（エ段）、「れ」は完了

「り」の已然形。「咲いたけれども」。過去「けり」（Q50「咲きけれ」）とは別物。

Q52．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「聞け」は四段「聞く」の已然形（エ段）、「れ」は完了

「り」の已然形。「聞こえているが」。連用形＋けり「聞きけれ」と区別。

Q53．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「鳴き初め」は複合動詞「鳴き初む」の連用形。連用形＋けれで過

去「けり」の已然形。「鳴き始めたので」。

Q54．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「鳴け」は四段「鳴く」の已然形、「れ」は完了「り」の

已然形。「鳴っているけれど」。直前がエ段。

Q55．答え：形容詞の已然形 解説：「明かし（あかし）」（ク活用形容詞）の已然形「明かけれ」。「こそ」の結び。けれ

は活用語尾で過去の意味はない。

Q56．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「着け」は四段「着く（到着）」の已然形、「れ」は完了

「り」の已然形。「到着したので」。連用形「着きけれ」と区別。

Q57．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「知られ」は「知らる」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」の

已然形。「しみじみと思い知られたなあ」。

Q58．答え：形容詞の已然形 解説：「なつかし」（シク活用形容詞）の已然形「なつかしけれ」。「こそ」の結び。けれは

活用語尾。



Q59．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「歩け」は四段「歩く（ありく）」の已然形、「れ」は完

了「り」の已然形。「歩いているけれど」。直前がエ段。

Q60．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「深かり」は形容詞「深し」のカリ活用連用形。連用形＋けれで過

去「けり」の已然形。「深かったので」。形容詞已然形「深けれ」と区別。

Q61．答え：助動詞の一部 解説：「まじけれ」は「まじ」の已然形。「この世にいるはずもないが」。けれは助動詞の一

部。

Q62．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「咲け」は四段「咲く」の已然形、「れ」は完了「り」の

已然形。「咲いているので」。連用形「咲きけれ」と区別。

Q63．答え：形容詞の已然形 解説：「うれし」（シク活用形容詞）の已然形「うれしけれ」。「こそ」の結び。けれは活用

語尾。

Q64．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「書き付け」は複合動詞「書き付く」の連用形。連用形＋けれで過

去「けり」の已然形。「書きつけたが」。

Q65．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「吹け」は四段「吹く」の已然形、「れ」は完了「り」の

已然形。「吹いているけれど」。直前がエ段。

Q66．答え：形容詞の已然形 解説：「ゆゆし」（シク活用形容詞）の已然形「ゆゆしけれ」。係助詞「こそ」の結び。け

れは活用語尾で過去の意味はない。

Q67．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「参り」は四段「参る」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」の

已然形。「参上したので」。

Q68．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「開け」は四段「開く（自動詞）」の已然形、「れ」は完

了「り」の已然形。「開いているので」。連用形「開きけれ」と区別。

Q69．答え：助動詞の一部 解説：「べけれ」は「べし」の已然形。係助詞「こそ」の結び。「このようにあるべきだ」。

けれは助動詞の一部。

Q70．答え：形容詞の已然形 解説：「やさし」（シク活用形容詞）の已然形「やさしけれ」。「こそ」の結び。けれは活用

語尾。

Q71．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「降り」は四段「降る」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」の

已然形。「降ったので」。

Q72．答え：形容詞の已然形 解説：「深し」（ク活用形容詞）の已然形「深けれ」。已然形＋ど。「深いけれど」。けれは

活用語尾。Q60「深かりけれ」（過去）と区別。

Q73．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「鳴け」は四段「鳴く」の已然形、「れ」は完了「り」の

已然形。「鳴いているけれど」。直前がエ段。

Q74．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「聞こえ」は下二段「聞こゆ」の連用形。連用形＋けれで過去「け

り」の已然形。「申し上げたが」。

Q75．答え：形容詞の已然形 解説：「恐ろし」（シク活用形容詞）の已然形「恐ろしけれ」。係助詞「こそ」の結び。け

れは活用語尾。

Q76．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「引け」は四段「引く」の已然形、「れ」は完了「り」の

已然形。「潮が引いたので」。連用形「引きけれ」と区別。

Q77．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「候ひ」はラ変「候ふ」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」の

已然形。「お供に控えていたので」。

Q78．答え：助動詞の一部 解説：「べけれ」は「べし」の已然形。「なるほど見るべきだ」。けれは助動詞の一部で、過

去ではない。



Q79．答え：形容詞の已然形 解説：「浅し」（ク活用形容詞）の已然形「浅けれ」。已然形＋ど。「浅いけれど」。けれは

活用語尾。

Q80．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「差し入り」は複合動詞「差し入る」の連用形。連用形＋けれで過

去「けり」の已然形。「差し込んできたので」。

【第4部】入試レベル（Q81〜Q100）

Q81．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「に」は完了「ぬ」の連用形、「けれ」は過去「けり」の已然形。

「三年になってしまったので」。

Q82．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「咲け」は四段「咲く」の已然形、「れ」は完了「り」の

已然形。「咲いているけれど」。連用形＋けり「咲きけれ」と一字違い。

Q83．答え：形容詞の已然形 解説：「無し」（ク活用形容詞）の已然形「なけれ」。「類なし」の已然形で、文末の已然止

め。けれは活用語尾。

Q84．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「思しめされ」は尊敬「思しめさる」の連用形。連用形＋けれで過

去「けり」の已然形。「おいたわしくお思いになったので」。

Q85．答え：形容詞の已然形 解説：「面白し」（ク活用形容詞）の已然形「面白けれ」。「こそ」の結び。けれは活用語

尾で過去の意味はない。

Q86．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「吹け」は四段「吹く」の已然形、「れ」は完了「り」の

已然形。「吹いているので」。連用形「吹きけれ」と区別。

Q87．答え：助動詞の一部 解説：「まほしけれ」は「まほし」の已然形。「思っていたいことか（いやそうではない）」。

けれは助動詞の一部。

Q88．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「覚え」は下二段「覚ゆ」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」

の已然形。「こそ」の結び。「思われたなあ」。

Q89．答え：助動詞の一部 解説：「べけれ」は「べし」の已然形（「畏かるべけれ」の形）。「恐れ多いはずだが」。けれ

は助動詞の一部。

Q90．答え：形容詞の已然形 解説：「捨てがたし」（ク活用形容詞）の已然形「捨てがたけれ」。「こそ」の結び。けれ

は活用語尾。

Q91．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「着け」は四段「着く（到着）」の已然形、「れ」は完了

「り」の已然形。「到着したので」。連用形「着きけれ」と区別。

Q92．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「泣き」は四段「泣く」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」の

已然形。「泣いたが、かいもない」。

Q93．答え：形容詞の已然形 解説：「恥づかし」（シク活用形容詞）の已然形「恥づかしけれ」。「こそ」の結び。けれは

活用語尾で過去の意味はない。

Q94．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「散り敷き」は複合動詞「散り敷く」の連用形。連用形＋けれで過

去「けり」の已然形。「散り敷いたので」。

Q95．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「行け」は四段「行く」の已然形、「れ」は完了「り」の

已然形。「（ずっと）行ったので」。連用形「行きけれ」と区別。

Q96．答え：形容詞の已然形 解説：「心にくし」（ク活用形容詞）の已然形「心にくけれ」。「こそ」の結び。けれは活

用語尾。

Q97．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「なかり」は形容詞「無し」のカリ活用連用形。連用形＋けれで過

去「けり」の已然形。「並ぶものもなかったなあ」。形容詞已然形「なけれ」と区別。



Q98．答え：助動詞の一部 解説：「まじけれ」は「まじ」の已然形。「帰ることもできそうにないので」。けれは助動詞

の一部。

Q99．答え：（例外）四段已然形＋完了「り」の已然形 解説：「置け」は四段「置く」の已然形、「れ」は完了「り」の

已然形。「霜が一面におりているので」。連用形「置きけれ」と区別。

Q100．答え：過去の助動詞「けり」の已然形 解説：「覚え」は下二段「覚ゆ」の連用形。連用形＋けれで過去「けり」

の已然形。係助詞「こそ」の結び。「夢のように思われたなあ」。


